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第８回ＳＦＳ全体集会開催報告

１・ 開催期日 平成２４年１０月１８日（金）　１５時集合～ 　　１９日（金）　１３時解散

２・ 会場 カトリック妙高教会　「赤倉山荘」
３・ 参加者 １７名（女性４名）

４・ 内容 １８日１６：００～　ＳＦＳ委員会全体集会・ミニ講演会１６ＮＪ参加報告

温泉の後　　１８：００～夕食・懇親会～２４：００お開き

２６日９：００出発～戸隠ビジターセンター　奥社

昼食は戸隠そば～１３時解散

５・活動を終えて（委員長　星　栄一） 奥社鳥居前

　恒例の第８回ＳＦＳ委員会全体集会も上越地区の担当で無事終了しました。これには、上越地区との折衝

や準備まで全て杉山相談役のご尽力があったからこそ実現したことで、心から感謝申しあげます。また、上

越３団の松矢幹事にはご多忙のなか準備から当日のご案内と大活躍をしていただきありがとうございました。

本年で懸案の県内全地区での全体集会の開催が一巡し、来年は振り出しにもどり新潟地区での開催となり

ます。また楽しみにしております。

　今回の第８回全体集会を振り返りますと、参加者は１７名と最近になく多数でした。人数としては丁度いい

のではないかと思います。会場の赤倉山荘は、雰囲気のある山小屋風で、温泉があり、とても使い勝手がい

い処でした。参加者の中にも赤倉山荘が気に入り、団や隊で使わせていただく所が出てくると思います。今

回もＳＦＳ委員会総会の議事と委員間の懇親を夜遅くまで深めることができました。

　戸隠の森林公園は紅葉が少し早かったですが、「まゆみ」の実のピンクがとてもうつくしく映えていました。

ビジターセンターでもいろいろ学ばせていただきました。

　参加メンバーは例年半固定している感がありますが、一度参加するとレピーターとなる魅力があるのだと

思います。未だ参加されていない委員の方々も一度参加してみてください。

　最後に杉山相談役と奥様、松矢幹事に、そして参加者全員に心からお礼申し上げます。　

赤倉山荘前

懇親会には理事長
も出席いただきまし
た。



(2) 第３２号

懇親会トピックス
* 今後のＳＦＳ委員会をどのように運営していくかについて話し合いがなされました。というより私達それなりの年代に入っ

た者はどのようにスカウト活動に向き合うかということでした。

それぞれ人生の大きな部分をスカウトと共にしてきた方ばかりです。やはりいかにすればスカウト活動に寄与できるかが

最も大切なことで、それがあって次に同窓会的な懇親の場であろうという雰囲気でした。ＳＦＳ通信もスカウト活動への寄

与を主内容として次に楽しい懇親の場をつくれるよう取り組んで行きたいと思います。

* 井上理事長が懇親会から参加されました。

今年もまたロープやハンカチを使った手品を披露いただきました。毎回新しい技を展開されます。コツコツと新技研究さ

れておられることに感じ入りました。もとより酒席での余興が目的ではなく、スカウトの指導に活かすためのものです。ス

カウトを惹きつけること、ハンドブックでの結索練習ではない形での結びの指導に非常に有効です。全てはスカウトのた

めというお気持ちが伺えました。指導者の皆様にも是非トライしていただければと願います。但し、根気が必要です。粘

り強く練習しなければ成果は得られません。スカウトのきらきらした目は得られません。報告者自身、第４回全体集会

（栃尾　道院ロッジ）で理事長の手品を拝見した後、ロープマジックの本を購入し何度か練習しましたがいまは本箱の

奥深くに眠ったままになっています。反省しきりです。

* 理事長から来春歴史博物館で開催される『親鸞となむの世界』について紹介があり、それをきっかけとして法然から親

鸞に続く詳しい説明もしていただきました。越後平野の開拓には河中島の合戦で追われた農民の力があったことなど

興味深いものがありました。

* 信仰について指導している団体はＢＳ以外にはないこと。ＢＳの重要な差別化資源でもあること。指導者が自信をもって

指導できるようにしなければならないし、このことにＳＦＳ委員会も寄与したいと思いました。

* 星栄一委員長（長岡１）が自慢の山古志かぐらなんばんはっと煮を持参されました。砂糖・醤油・酒で煮あげた甘く辛い

味は大好評でした。但し材料の山古志かぐらなんばんは長岡の伝統野菜のため一般に手に入り易いものではないよう

です。替わりにピリ辛唐辛子でトライしてみたいと思わせる美味しさでした。星さんは多趣味で料理教室も主宰されて

おられます。

* 鈴木正さん（長岡３）が自作ピーマンをどっさり提供されました。立派なお土産になりました。

* 今回しばらくぶりの上越地区からの参加を頂きました。

上越第３団の松矢光一さんと倉又晃さんです。倉又さん（ＣＳ隊長）はＳＦＳ委員ではないのですが今回の全体集会の

サポート役として参加いただきました。

＜ＳＦＳ委員会活動情報＞
新入会員紹介

* 渡辺　誠　氏　　１０月に入会されました。紹介を兼ねて、今号のリレー寄稿をお願いしました。

〒９５０－１２１３　新潟市南区能登１－１２－７　　（新潟地区白根第一団副団委員長　県連副理事長）

* 大山　恵右　氏

今まで松矢さんに上越地区の幹事をお願いしていましたが、今回を機に大山さんに交代となります。

大山さんはまだ入会されませんが、自己紹介を兼ねて原稿をいただきました。

　　平成２５年度第２回役員会のご案内

三指　　いつもＳＦＳ活動にご協力いただき感謝しいております。下記のように本年度第２回の役員会を開催

いたします。ご多忙のところ申しわけありませんが、万障お繰り合わせのうえご出席いただきたくお願い申し

上げます。                                                                                                                         弥栄

記　

日時：平成２６年１月１９日　午前10時～12時

会場：新潟市大畑青少年センター 新潟市東大畑通２番町３７６ 電話０２５－２２８－４１００

議題：１　活動報告

　　　２　平成２６・２７年度役員選出 欠席の方は下記星宅にご連絡ください。

　　　３　生成２６年度活動計画　　　３　生成２６年度活動計画 電話０２５８－３３－９５６３

　　　４　その他　　　４　その他



第３２号 （３）

　　私の　ライフワーク　（ボーイスカウト）
BS隊長　大山惠右（糸魚川第１団）

　私がスカウト活動に参加したのは１６歳（高２）からでした。

　糸魚川第１団の発団に際しリーダー補助としてスカウト人生が始まりました。（ちなみ

に、親父は副団委員長、弟二人はBS隊に参加）

　大学時代は帰省時に主にキャンプ活動を主体にBSの兄貴役を担いました。卒業後地元企

業に就職し、リーダーとして本格的に活動参加してきました。途中転勤移動の都合で休止

したことがありましたが現在６６歳、年数だけは重ねて来ました。

　この間のことを思い浮かべると、スカウト活動はまさにライフワークであったと思います。

　高校時代、年下スカウトとの関わり方は部活動が役に立ちました。当時の部活はほとん

ど生徒任せでしたので教える側、教えられる側の経験がBSの兄貴役として務まったのでしょう。

　大学時代、教員資格を取得する為の勉強がリーダーとしての行動の基本となったように思

います。また発団時の団委員長井伊各量氏( 平成元年12月他界)の元、当時、師の魅力に集まる、

若者の会「生樹の会」が中心となって発団をした経緯があり、指導する事にかなり前のめりであったよ

うに思います（２０代半ば）。

　スカウトスキルに関してはBS隊員の経験がなかった為、教えてもらったことがなかった

わけですが、工場プラントの設計者としての職業( 設計・製作・現地据付・試運転を全て経験)が役

に立ちました。（特に、結索、測量、縛材などの基礎技術）。さらに、我々の世代は、ガキ大将を中

心とした遊びから経験値を増やしたのではないでしょうか。子供だけで近くの防雪林へ

行って杉ノ木に登り、枝から枝にすべ縄を張り巡らせ、その上で一夜を明かしたものでし

た。今の親御さんに無い経験だと思います。

　４０代頃からスカウトに対し“教える”という立場から、“伝える”との心境に変わっ

てきています。指導者とゆうよりは人生の先輩として、数多くの場面を経験してきた事を

伝える役割と想います。

　彼らが、親の世代と関わる事以外にその上の世代から学ぶ場面を提供したい、と思って

います。爺婆もいますが、孫はかわいいだけでだめです（小生実感、節度が無くなります）。

　大分身体の動きが悪くなっていますが、出来る限り現場にいたいと思っています。ウッ

ドクラフトを通じて、出来るだけ多くのことを経験する場を用意することが私のスカウト活動であり、

又、ライフワークでもあります。

　このたび上越地区でのSFS幹事として関わりを持たせて戴きます、よろしくお願いいたし

ます。



（４） 第３２号

アマチュア無線
県連盟副理事長

副団委員長　渡邉　誠（白根第１団）

　中学生から続けている趣味です。現在、第１級アマチュア無線技士、コールサイン（呼出符号）ＪＡ０ＣＪ

Ｆ　固定局　１００Ｗ、移動局５０Ｗのアマチュア無線局です。

　アマチュア無線のこと、アマチュア無線をやっている人のことを「ハム」ともいいます。アマチュア無線は、電波

という貴重な資源を利用するために、国際的にも国内的にも法律で電波の使い方はきちんと決められていま

す。電波法には、「アマチュア業務」とは「アマチュア、すなわち、金銭上の利益のためでなく、もっぱら個人的

に無線技術に興味をもち、正当に許可された者が行う自己訓練、通信及び技術的研究のための無線通信業

務」となってます。

　アマチュア無線はたくさんの楽しみ方のある趣味ですが、大切な電波を利用しますから、資格として無線従

事者免許が必要となります。現在日本では、第１級、第２級、第３級、第４級アマチュア無線技士の４つの資格

があります。資格により、最大空中線電力、周波数、電波の形式に制限があります。

　ＨＦ・５０ＭＨzトランシーバー

　資格取得するには、電波の基本知識や技術の試験「無線工学」と電波法の「法規」の試験があります。

　第４級、第３級は、国家試験と養成課程講習会の２つの方法があります。第２級、第１級は、国家試験だけで

すが、平成２３年１２月期の試験より電気通信術の試験がなくなり、以前に比べて受験しやすくなりました。試

験合格通知により、免許証の申請をします。手元に来るまで約１ヶ月位かかります。免許証取得により近くに社

団局があれば、その時点で、社団局の呼出符号で免許資格の範囲内で電波を出すことができます。また、平

成９年から、あらたにゲストオペレーションという運用も認められました。これは、アマチュア無線局を開局してい

なくともアマチュア無線局を開局していなくとも（無線従事者免許のみの取得でコールサインを取得していな

い）、他のアマチュア局（たとえばコールサインを持っている友人宅）を訪れ、その局のコールサインで運用でき

るというものです。ボーイスカウト新潟連盟は、社団局　コールサインＪＡ０ＹＴＬ　ボーイスカウト新潟連盟アマ

チュア無線局を開設してます。

　次は、開局手続きとなります。無線機器をそろえてアマチュア無線局の申請をします。無線機器は、ハン

ディー機１台でも開局申請ができます。申請用紙は、ハムショップで販売されてます。申請後、約１ヶ月で無線

局の免許状が届き、世界に自分だけのコールサインが記されています。これで、ハムの仲間入りです。さまざま

な交信が始められます。

　アマチュア無線局では、使用できる周波数帯によって特長があります。ＨＦ（短波）は、電離層反射により国

内、海外と交信ができます。ＶＨＦ（超短波）・ＵＨＦ（極超短波）は、電離層を通過するため、直接波によるテレ

ビ・ＦＭ局のように見通し距離の交信となります。ＶＨＦは、他に夏場に発生する電離層Ｅスポ（スポラジックＥ

層）で国内、近隣の諸国と交信できます。５０ＭＨｚでは、太陽黒点活動の盛んな時期（約１１年周期）において

は、世界中と交信できます。ただ、交信出来る時期と時間が限られてます。また、電波の散乱現象（スキャツ

ター）により、アンテナを南から南東方向に向けた状態で、全国との交信が出来ることもあります。１４４ＭＨｚで

も、まれですが、Ｅスポにより沖縄・近隣諸国との交信ができます。

第１級

２００Ｗ以下

１０００Ｗ以
下落成検査必

要

 モールス符号
による通信操作は

できない

 制限なし

 制限なし

 制限なし

 資格 最大空中線電力 周　波　数  電波形式

第４級

第３級

 ８ＭＨｚ以下、

２１ＭＨ以上

 ８ＭＨｚ以下、
１８ＭＨz以上

制限なし

制限なし

１０Ｗ以下

２０Ｗ以下
(50､144､430)

５０Ｗ以下

第２級
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  電波形式は、送受信する電波の種類をいいます。ＣＷ（モールス通信）は、電波を断続して送るため、信号

が弱くても、ノイズすれすれでも交信できます。モールス通信は、１分間にプロでも１２０字位の情報しか送れな

いため、業務用通信では、現在使われてません。アマチュア無線では、有効な通信手段として現在も変わら

ずＣＷを使用してます。他にＡＭ、ＳＳＢ、ＦＭ、データ通信、画像通信などがあります。

  ＱＳＬカードは、相手と交信したことをお互いに証明するために交換するアマチュア無線独特のカードで、交

信証とも呼ばれます。ＱＳＬカードの交換を自分でするには、国内・海外の交信相手の住所を調べたり、自分

のカードを交信相手に送付するための切手代なども必要となり、枚数が増えると手間及びコストがかかります。

無線連盟会員の特典として、ＱＳＬカードの転送サービスがあります。自分のＱＳＬカードをまとめて、ＱＳＬ

ビューローへ送るだけで、国内・海外へ発送できます。また、外国の局や国内会員から自分宛のＱＳＬカード

は、定期的にＱＳＬビューローから送られてきます。多くの局が、これを利用するため、ＪＡＲＬ（日本アマチュア

無線連盟）会員になつています。

　ボーイスカウト無線通信章に挑戦しましょう

１．アマチュア無線技士の資格があること。

２．和文通話表により、電文を送話できるとともに、欧文通話表を用いてアルファベット

を言えること。

３．国内１０局以上の交信記録と交信証（ＱＳＬカード）５枚以上を提示すること。

｛注：社団局発行のカードには、従事者名（オペレーター）が明記されていること。｝

　１．資格を取りましょう

　２．和文通話表、欧文通話表を覚えてください。

　　交信の時に使用します。下記の表を見てください。

  ３．多くのアマチュア無線局と交信して運用の方法・技術を学びます。
　　　アンテナ　１４～１２００ＭＨz

以上で無線通信章を取得できます。

  ＱＳＬカードを集めることにより、いろいろなアワードがあります。アワードとは、アマチュア無線で交信した地

域や局数などの成果を証明するもので、証明書や認定書とも言い換えられます。世界各国のアマチュア無線

団体やクラブ・個人局が発行していて、申請条件によりやさしいものから難しいものまでいろいろあります。

  他にもアンテナの自作及び調整、衛星通信、移動運用等いろいろな楽しみ方があります。皆様もアマチュア

無線に挑戦してください。開局のとき「お空」でお会いしましょう。

ア　朝日のア イ　いろはのイ ウ　上野のウ エ　英語のエ オ　大阪のオ

カ　為替のカ キ　切手のキ ク　クラブのク ケ　景色のケ コ　子供のコ

サ　桜のサ シ　新聞のシ ス　すずめのス セ　世界のセ ソ　そろばんのソ

タ　煙草のタ チ　ちどりのチ ツ　つるかめのツ テ　手紙のテ ト　東京のト

ナ　名古屋のナ ニ　日本のニ ヌ　沼津のヌ ネ　ねずみのネ ノ　野原のノ

ハ　はがきのハ ヒ　飛行機のヒ フ　富士山のフ ヘ　平和のヘ ホ　保険のホ

マ　マッチのマ ミ　三笠のミ ム　無線のム メ　明治のメ モ　もみじのモ

ヤ　大和のヤ ユ　弓矢のユ ヨ　吉野のヨ

ラ　ラジオのラ リ　りんごのリ ル　るすいのル レ　れんげのレ ロ　ローマのロ

ワ　わらびのワ ヰ　ゐどのヰ ヱ　かぎのあるヱ ヲ　尾張のヲ

ン　おしまいのン

゛　 濁点　 ゜  半濁点 -  長音 、  区切点 「　段落
」　 段落 （  下向括弧 ）  上向括弧 １　数字のひと ２　数字のに
３　数字のさん ４　数字のよん ５　数字のご ６　数字のろく ７　数字のなな
８　数字のはち ９　数字のきゅう ０　数字のまる
A 　ALFA B 　BLAVO C 　CHARLIE D　 DELTA E 　ECHO 
F　 FOXTROT G 　GOLF H 　HOTEL  I　 INDIA J 　JULIETT 
K　 KILO L　 LIMA M 　MIKE N 　NOVEMBER O　 OSCAR 
P　 PAPA Q　 QUEBEC R 　ROMEO S　 SIERRA T 　TANGO 
U 　UNIFORM V 　VICTOR W　 WHISKEY X 　X-RAY Y　 YANKEE 
Z 　ZULU
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（６） 第３２号

相談役・杉山　晃氏（７８歳）（新潟１６団）より闘病情報を提供いただきました。この病気に関心をお持ちの方が多

いと思われますので、ご了解を得てお知らせいたします。今後も経過報告などいただければと思っています。

前立腺肥大症（※１）の手術を受けました。

相談役　　杉山　晃（新潟１６団）

　8年前より新潟大学病院泌尿器科で受診し、安定状態でありましたが第８回ＳＦＳ全体集会｢赤倉

山荘｣に出発の２日前（１０月１６日）に突然尿閉状態になりました。翌日新大病院で排尿と膀胱留

置カテーテル措置（膀胱に管を入れて排尿袋の入った袋を体に付ける）となりました。

　｢赤倉山荘｣には袋をつけたままの状態で参加となり、気分が悪く何かと失礼をしたことと思います。

お許しいただきたいと思います。

　その後11月１１日に済生会新潟第二病院泌尿器科・吉永　敦医師によるホルミウムレーザーを使

った内視鏡手術（※２）（※３）を受け、11月１７日退院となりました。検査は続き１１月２８日前立腺ガ

ンの宣告を受けました。１２月３日から新大病院で精密検査を受けます。現在は平穏な日々を送っ

ています。

　前立腺肥大症は60歳以上の男子に多数発症する傾向があり、ＳＦＳメンバー内にも４～５人程の

患者がいると思われます。

参考 ※１　前立腺肥大症

前立腺部尿道の周りにこぶ（腺腫）ができ尿の通り道を圧迫したり膀胱を刺激したりして、排尿困

難や頻尿を引き起こす。悪化すると尿が出なくなる尿閉状態を起こす。

前立腺ガンとは異なった病気だが、ガンによって同様の症状を引き起こすこともあるので、手術前

にはＰＳＡ（前立腺ガンの腫瘍マーカー）検査を受ける。

※２　手術の必要性

薬物療法で効果不十分の方が対象となる。前立腺肥大症は良性の疾患なので基本的には患者

の希望が一番の適応判断の基準となる。

※３　経尿道的前立腺レーザー切除術（ＨｏＬＥＰ）

ホルミウムレーザーを使った前立腺肥大の内視鏡手術のこと。

麻酔のかかった状態で、尿道口から内視鏡を挿入し、電気メス、鉗子、レーザーを併用してこぶ

をくりぬく。くりぬいたこぶを特殊な機械で細かく砕きながら吸い取る。血止めした後尿道カテーテ

ルを挿入する。

※予想される合併症（詳細を省き項目のみ記載）

血尿・穿孔・感染・尿失禁・尿道閉塞症・勃起障害・一時的尿閉

　　平成２５年度第２回役員会のご案内

三指　　いつもＳＦＳ活動にご協力いただき感謝しいております。下記のように本年度第２回

の役員会を開催いたします。ご多忙のところ申しわけありませんが、万障お繰り合わせのうえ

ご出席いただきたくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弥栄

記　

日時：平成２６年１月１９日　午前10時～12時

会場：新潟市大畑青少年センター　新潟市東大畑通２番町３７６　電話０２５－２２８－４１００

議題：１　活動報告

　　　２　平成２６・２７年度役員選出 欠席の方は下記星宅にご連絡ください。

　　　３　生成２６年度活動計画 電話０２５８－３３－９５６３

　　　４　その他


